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第
24
回
ね
り
ま
シ
ニ
ア
セ
ミ
ナ
ー
開
催 

 
   

 
 

平
成
29
年
度
の
同
期
会
が
６
月
17
日
の
設
立
総
会
で
、
「さ

わ
や
か
’
17
」と
し
て
発
足
い
た
し
ま
し
た
。
（セ
ブ
ン
テ
ィ
ー
ン

と
読
み
ま
す
が
、
勿
論
17
才
で
は
な
く
２
０
１
７
年
発
足
を
意

味
し
ま
す
）会
員
数
は
、
今
の
と
こ
ろ
13
名
（女
性
６
名
、
男
性
７

名
）と
小
規
模
な
も
の
で
す
。 

 

“
さ
わ
や
か
な
関
係
”
と
は
、
ど
う
い
っ
た
も
の
で
し
ょ
う
？ 

「何
の
し
が
ら
み
も
無
い
事
」「お
互
い
を
認
め
合
う
事
」「利
害
関

係
が
無
い
事
」「何
よ
り
自
由
で
あ
る
事
」、
こ
う
い
っ
た
事
が
頭
に

浮
か
び
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
ん
な
関
係
が
築
け
る
の
が
、
ま
さ
に

シ
ニ
ア
世
代
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。  

 

縁
あ
っ
て
集
う
事
に
な
っ
た
メ
ン
バ
ー
で
何
が
で
き
る
か
？ 

今
、
ま
さ
に
そ
れ
が
課
題
で
す
。
温
泉
ツ
ア
ー
・カ
ラ
オ
ケ
・は
と

バ
ス
ツ
ア
ー
・バ
ー
ベ
キ
ュ
ー 

等
、
提
案
が
あ
る
も
の
の
、
ま
だ
実

現
に
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ど
う
や
ら
皆 

“仲
間
と
共
に
楽
し
み
た

い
” 

と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
は
一
致
し
て
い
る
よ
う
で
す
が
・
・
・ 

シ
ニ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
先
輩
諸
氏
に
指
導
し
て
い
た
だ
き
な
が

ら
、
気
持
ち
だ
け
は
17
才
の
好
奇
心
を
持
っ
て
、
実
現
に
向
け
て

進
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。  

 
 
 
 
 

さ
わ
や
か
‘
17 

会
長 

 
 

橋
本
直
樹 

               

Ｗ
Ｈ
Ｃ
ク
ラ
ブ
秋
の
講
演
会 

Ｗ
Ｈ
Ｃ
ク
ラ
ブ
主
催
（
Ｎ
Ｓ
Ｎ
共
催
）
の

秋
の
講
演
会
は
、
11
月
６
日
（
月
）
石
神
井

公
園
区
民
交
流
セ
ン
タ
ー
集
会
室
に
て
開
催

さ
れ
ま
す
。 

 

今
年
は
元
Ｔ
Ｂ
Ｓ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
松
下

賢
次
氏
に
『
世
界
の
松
下
が
見
た
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
の
裏
表
』
と
題
し
て
講
演
し
て
頂
き
ま

す
。
松
下
氏
は
１
９
７
５
年
に
Ｔ
Ｂ
Ｓ
に
入

社
以
来
、
管
理
部
門
に
移
っ
た
２
０
０
８
年

ま
で
は
同
局
の
ス
ポ
ー
ツ
中
継
の
中
心
に
い

た
方
で
、
多
く
の
ス
ポ
―
ツ
中
継
の
現
場
経

験
を
お
持
ち
で
す
。
２
０
１
３
年
に
退
社
し

て
現
在
は
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
で
す
。 

 

講
演
内
容
は
、
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
直

前
で
も
あ
り
、
我
々
で
は
知
り
得
な
い
競
技

現
場
で
の
各
種
の
出
来
事
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
等

を
披
露
し
て
頂
け
た
ら
と
考
え
て
、
題
記
の

演
題
を
お
願
い
し
快
諾
し
て
頂
き
ま
し
た
。

ユ
ー
モ
ア
に
富
ん
だ
方
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

当
日
の
講
演
が
大
い
に
期
待
さ
れ
ま
す
。 

 
 
 
  サマ

ー
フ
ェス
テ
ｲ
バ
ル
開
催
通
知 

 

８
月
27
日
（
日
）
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ｲ
バ

ル
が
コ
コ
ネ
リ
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

各
会
で
誘
い
合
わ
せ
て
ご
来
場
く
だ
さ
い
。 

第
24
回
ね
り
ま
シ
ニ
ア
セ
ミ
ナ
ー
が
５
月
13
日
（土
）石
神

井
公
園
区
民
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
新
同
期
会
が
誕
生

し
ま
し
た
。
新
会
長
の
抱
負
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 



【会員のひろば】 
 

《
生
誕
１
５
０
年
の
夏
目
漱
石
の 

ま
ち
を
訪
ね
て
》 

 
Ｎ
Ｓ
Ｎ
オ
ー
プ
ン
参
加
行
事
で
下
河

会
長
の
ガ
イ
ド
の
も
と
、
春
浅
い
２
月

28
日
集
合
し
た
の
は
総
勢

29
名
。
先

ず
訪
れ
た
の
は
、
漱
石
が
晩
年
の
９
年

間
を
過
ご
し
た
終
焉
の
地
「
漱
石

山

房
」
の
跡
で
、
今
は
漱
石
公
園
と
な
っ

て
い
る
所
。
現
在
、
今
年
９
月
の
完
成

を
目

指

し
て
漱

石

山

房

記

念

館

を

新
築

中
で
、
漱

石
を
偲
ば
せ
る
も
の

は
、
公

園

入

口
の
漱

石

の
胸

像
と
、

中
程
に
あ
る
通
称
「
猫
塚
」
だ
け
で
あ

る
。
こ
こ
は
、
記
念
館
竣
工
後
に
ま
た

訪
れ
る
と
し
て
、
胸

像
を
囲

ん
で
記

念
写
真
を
撮
っ
て
つ
ぎ
の
目
的
地
、
早

稲
田
馬
橋
下
の
小
倉
屋
酒
店
と
、
こ

の
店
の
隣
に
あ
っ
た
漱
石
の
生
家
跡
へ
。

小
倉
屋
は
、
堀
部
安
兵
衛
が
決
闘
の

助
太
刀
に
駆
け
付
け
る
途
中
、
こ
の

店
で
升
酒
を
飲
ん
だ
と
さ
れ
る
所
。

我
々
も
、
升
酒
を
試
飲
し
て
３
３
０
年

昔
の
出
来
事
の
今
に
繋
が
る
歴
史
に

思
い
を
致

し
た
。
夏

目

坂
に
面
し
た

「
漱
石
生
誕
の
地
」
の
石
碑
を
カ
メ
ラ

に
写
し
て
、
あ
と
は
、
漱
石
ゆ
か
り
の

早
稲
田
大
学
・
穴
八
幡
宮
・
水
稲
荷

神
社
・
甘

泉
園
と
散
策
し
て
、
昼
食

は
、
西
早
稲
田
３
丁
目
の
「
八
幡
鮨
」
。

明
治
元
年
創
業
の
老
舗
の
味
を
堪
能

し
た
。
約
２
時
間
の
ま
ち
歩
き
だ
っ
た

が
、
日
ご
ろ
の
運
動
不
足
の
面
々
に
は
、

ほ
ど
よ
い
疲
労
感
を
覚
え
た
早
春
の

一
日
で
し
た
。 

楽
友
会 

中
村
豊 

           

 

 
 

 

《
神
社
巡
り
》 

今
か
ら
５
年
前
に
遡
る
。
旅
行
で 

熊
本
に
行
っ
た
つ
い
で
に
宮
崎
県
高
千 

穂
の
天
岩
戸
神
社
を
訪
れ
た
。
古
事 

記
や
日
本
書
紀
に
書
か
れ
た
天
岩
戸 

伝
説
で
有
名
な
神
社
で
あ
る
。 

 

天
照
大
神
の
隠
れ
た
天
岩
戸
と
呼 

ば
れ
る
洞
窟
を
御
神
体
と
し
て
、
一

般
的
な
神
社
に
在
る
本
殿
は
無
い
。 

創
建
の
古
い
神
社
に
は
本
殿
の
無 

い
処
も
あ
り
、
そ
の
代
表
格
が
奈
良
の 

大
神
神
社
、
長
野
の
諏
訪
大
社
上
社 

本
宮
等
で
あ
る
。 

御
神
体
は
山
・
岩
・
島
・
木
・
沼
等

自
然
そ
の
も
の
を
拝
む
日
本
最
古
の

信
仰
様
式
と
思
わ
れ
る
。 

天

岩

戸

は
西

本

宮

遥

拝

所

か
ら

谷
を
挟
ん
で
反
対
の
岩
壁
の
中
腹
に

あ
る
。
遥

拝

所
か
ら
坂

道

を
通
っ
て

岩
戸
川
の
畔
ま
で
下
り
る
と
、
八
百

万
の
神
々
が
集
ま
っ
て
策
を
練
っ
た
と

さ
れ
る
天
安
河
原
と
い
う
大
き
な
横

穴
に
着
く
。 

横
穴
に
は
鳥
居
が
あ
り
、
参
拝
者

が
積
ん
だ
大
小
の
石
積
が
所
せ
ま
し

と
並
ん
で
い
て
、
夏
な
の
に
、
ひ
ん
や
り

と
し
た
独
特
の
雰
囲
気
は
霊
感
な
ど

無
く
て
も
神
聖
な
場
所
と
肌
で
感
じ

ら
れ
、
当
時
の
記
憶
は
鮮
明
に
残
る
。 

古
事
記
や
神
話
に
出
て
く
る
神
社

を
訪
ね
て
み
よ
う
、
そ
ん
な
好
奇
心
の

芽
生
え
は
天

孫

降

臨
や
天
岩

戸

伝

説
の
あ
る
高
千
穂
訪
問
を
キ
ッ
カ
ケ

に
始
ま
っ
た
と
思
う
。 

退
職
し
た
今
で
も
、
近
郊
や
時
に

は
遠
方
の
神
社
を
訪
れ
、
御
朱
印
帳

は
五
冊
目
に
届
く
。
歴
史
の
ロ
マ
ン
を

感
じ
さ
せ
る
日
本
神
話
と
八
百
万
の

神
々
・
神
社
巡
り
は
、
私
の
ラ
イ
フ
ワ 

ー
ク
の
ひ
と
つ 

に
な
り
つ
つ
あ 

る 
 

 
 

 
 

る 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
笑
会 

 
 

山
戸
恒
一 

 

 



【各会の思い出の行事】 

 

【 

こ
れ
か
ら
の
住
ま
い
方
研
究
会 

】 

報
告 

③
１
月
19
日 

○
「
地
域
と
つ
な
が
り
続
け
る
高
齢
期
の 

 
 
 
 

住
ま
い
方 

そ
の
①
在
宅
介
護
」 

  

○
体
験
談
「
私
の
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
」 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

《 

ね
り
ま
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ 

》 

思
い
出
と
い
う
に
は
近
す
ぎ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
つ
い
先
日
、
こ
の
８
月

号
が
読
ま
れ
る
頃
か
ら
は
２
カ
月
ほ
ど

前
に
な
り
ま
す
が
、
５
月
22
日
、
シ
ニ
ア

ク
ラ
ブ
の
創
立
25
周
年
記
念
の
行
事
を

「（
株
）
シ
ー
ラ
イ
ン
東
京
」
の
運
営
す
る

東
京
湾
ク
ル
ー
ザ
ー
の
中
で
行
い
ま
し

た
。
定
員
６
０
０
人
の
「
モ
デ
ル
ナ
」
号

の
３
階
の
独
立
し
た
部
屋
は
専
用
デ
ッ

キ
付
き
で
、
食
事
が
終
わ
る
と
ド
ア
が
開

放
さ
れ
、
快
晴
の
デ
ッ
キ
か
ら
間
近
に
見

る
羽
田
空
港
の
離
着
陸
や
、
ク
レ
ー
ン
の

林
立
す
る
東
京
港
、
ゲ
ー
ト
ブ
リ
ッ
ジ
や

レ
イ
ン
ボ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
の
下
を
潜
り
抜

け
る
経
験
は
新
鮮
で
し
た
。
東
京
湾
ア
ク

ア
ラ
イ
ン
は
通
過
せ
ず
、
そ
の
手
前
で
反

転
し
ま
し
た
。
船
尾
か
ら
見
て
い
る
と
相

当
の
高
速
で
走
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ

ま
し
た
が
、
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
の
２
時
間
余

で
は
こ
れ
が
限
界
な
の
で
し
ょ
う
。
そ
れ

に
し
て
も
東
京
湾
は
広
い
と
感
じ
ま
し

た
。 

デ
ッ
キ
の
利
用
や
部
屋
付
き
の
係
員

の
配
慮
な
ど
、
食
事
よ
り
こ
の
部
屋
の
評

判
が
良
く
、
も
し
30
周
年
が
出
来
る
な
ら

も
う
一
度
こ
こ
で
や
り
た
い
等
の
冗
談

も
で
ま
し
た
。 

食
事
は
フ
ラ
ン
ス
料
理
の
16
名
の
着

席
正
餐
コ
ー
ス
で
し
た
が
、
そ
の
前
に
25

周
年
の
お
祝
い
と
、
会
員
２
名
の
米
寿
の

お
祝
い
を
し
ま
し
た
。 

事
前
の
確
認
な
し
で
臨
み
ま
し
た
が
、 

一
人
の
ド
タ
キ
ャ
ン
も
遅
刻
も
な
く
、
平

均
年
齢
が
81
歳
と
い
う
会
と
し
て
は
、
上

出
来
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

 

（
山
本
） 

          

    

《
す
ぐ
わ
か
る
介
護
保
険
》 

武
藤 

哲 

・
在
宅
生
活
を
続
け
る
た
め
の
お
助
け
サ 

ー
ビ
ス
が
、「
介
護
保
険
」
で
す 

・
使
う
に
は
介
護
を
要
す
る
と
の
認
定

（
要
介
護
認
定
）
が
必
要
。「
高
齢
者
相 

談
セ
ン
タ
ー
」
を
訪
ね
、
相
談
し
よ
う 

・
練
馬
区
発
行
の
小
冊
子
「
す
ぐ
わ
か
る 

介
護
保
険
」
が
役
立
ち
ま
す 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

《
在
宅
介
護
の
実
際
》 

 
 

丸
山
敏
雄 

① 

家
族
の
在
宅
介
護
の
例 

・
実
母
の
認
知
症
が
発
症
し
て
か
ら 

の
対
応
と
看
取
り
ま
で 

② 

介
護
事
業
所
職
員
か
ら
見
る
介
護 

・
職
員
と
し
て
の
観
察
と
感
想 

・
介
護
の
基
本
の
考
え
方
と
実
務 

・
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
迄
の 

 
 

過
程
と
利
用
後
の
変
化 

・
利
用
者
～
（
家
族
）
～
事
業
所 

 
 

・
利
用
者
の
最
終
状
況 

 
 
 
 
 
 

  

最
近
の
モ
ッ
ト
ー 

 
 

山
本 

猛 

・
環
境
変
化
を
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
る 

 
 

地
球
温
暖
化
に
よ
る
異
常
気
象
や 

自
分
の
体
調
、
家
族
の
こ
と 

 
 

・
急
が
な
い
・
走
ら
な
い 

 
 
 
 
 

何
事
も
ス
ロ
ー
ペ
ー
ス
で
や
る 

 
 

「
準
備
お
父
さ
ん
」
は
続
け
た
い 

 

き
ょ
う
い
く
・
き
ょ
う
よ
う
を
大
切
に 

・
シ
ル
バ
ー
パ
ス
で
外
に
出
か
け
る 

・
自
分
で
で
き
る
家
事
を
行
う 

 
 

団
地
の
付
き
合
い
を
大
事
に
し
て
い
る 

・
管
理
組
合
・
町
会
活
動
へ
の
参
加 

 
 
 

健
康
維
持
の
た
め
の
行
動 

・
区
の
健
診
は
必
ず
受
診
す
る 

・
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
を
活
用
し
て
い
る 

・
囲
碁
・
カ
メ
ラ
等
の
趣
味
を
楽
し
む 

・
市
民
農
園
で
の
楽
し
い
野
菜
作
り 

長
期
投
資
を
行
っ
て
い
る 

・
投
資
は
守
る
た
め 

・
社
会
に
役
立
つ
投
資
を
模
索 

 

モデルナ号の前で 



 ＜問合せ・連絡先 03-5999-4550＞ 編集責任者／丸山敏雄（虹の会） 

 

【編
集
会
議
に
参
加
し
て
】 

 

同
期
会
は
、
一
般
的
に
一
旦
創
ら
れ
る
と
、
会
員

数
が
年
に
一
割
位
ず
つ
は
減
っ
て
い
く
と
言
わ
れ

て
い
る
。
理
由
は
、
あ
え
て
言
え
ば
会
の
運
営
が
惰

性
的
に
な
り
、
そ
れ
に
慣
れ
る
人
と
飽
き
る
人
が
出

て
く
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
の
為
、
不
断
に
会
の
活

性
化
を
講
じ
て
い
か
な
い
と
ジ
リ
貧
に
な
る
。 

 

会
報
に
期
待
す
る
こ
と
は
、
他
の
同
期
会
が
試
み

て
い
る
こ
と
、
又
は
成
功
し
て
い
る
こ
と
を
、
情
報

と
し
て
具
体
的
に
ど
ん
ど
ん
流
し
て
欲
し
い
こ
と

で
あ
る
。
第
二
は
オ
ー
プ
ン
参
加
行
事
の
取
り
上
げ

で
あ
る
。
Ｎ
Ｓ
Ｎ
の
各
会
の
現
状
は
、
オ
ー
プ
ン
参

加
に
つ
い
て
は
、
量
と
質
に
お
い
て
ま
だ
不
足
し
て

い
る
と
思
う
。
同
期
会
に
刺
激
を
与
え
、
会
の
充
実

を
図
る
為
に
も
、
会
報
と
し
て
は
紙
面
の
拡
大
と
サ

ポ
ー
ト
的
支
援
記
事
を
期
待
し
た
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

新
エ
ル
フ 

内
藤
雄
幹 

             

【定 

例 

行 

事
】 

☆
太
極
拳
の
会 

深
い
呼
吸
と
ゆ
っ
た
り
し
た
動
き
で
、 

心
も
体
も
健
康
に
！ 

(
日
時
）
第
１
・
３
火
曜
日
14
・
00
～
15
・
30 

(
場
所
）
東
大
泉
中
央
地
域
集
会
所 

(

会
費
）
月
２
２
０
０
円 

(

申
込
・
問
合
せ
）
二
三
の
会
伊
藤 

☎(

３
９
２
２
）
８
８
０
３ 

河
原
正
枝
楊
名
時
太
極
拳
師
範
の
指
導
の
元
、
現

在
60
代
か
ら
90
代
の
男
女
12
名
が
、
心
地
よ
い
時

間
を
共
有
し
て
い
ま
す
。 

疲
れ
・
痛
み
を
取
る
中
国
古
来
の
医
療
体
操
で
あ

る
八
弾
錦
と
、
緩
や
か
で
や
わ
ら
か
な
連
続
し
た
動

き
と
深
い
呼
吸
で
経
路
を
開
き
、
気
の
流
れ
を
よ
く

す
る
不
老
拳
を
く
り
か
え
し
練
習
す
る
こ
と
に
よ
り
、

宇
宙
と
一
体
に
な
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
経

路
と
は
人
間
の
活
動
源
の
通
り
道
の
こ
と
で
す
。 

年
に
１
回
、 

河
原
師
範
夫
妻 

の
指
導
す
る
、 

城
北
太
極
拳
倶 

楽
部
の
合
同
大 

会
太
極
拳
の
集 

い
に
も
参
加
し 

ま
す
。 

時
に
は
食
事
会 

の
お
楽
し
み
も 

あ
り
ま
す
。 

    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

☆
ミ
ニ
ブ
リ
ッ
ジ
を
楽
し
む
会 

♤
♡
♢
♧ 

コ
ン
ト
ラ
ク
ト
ブ
リ
ッ
ジ
の
前
半
（
オ
ー
ク
シ
ョ

ン
）
を
省
略
・
簡
単
に
し
た
ミ
ニ
ブ
リ
ッ
ジ
で
す
。 

(

日
時
）
毎
月
第
４
水
曜
日 

14
・
00
～
16
・
30 

(

場
所
）
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー 
 

え
ー
る
３
階 

研
修
室
） 

(

会
費
）
無
料 

(

申
込
）
ひ
と
み
会 

角
地
☎(

３
９
０
４)

８
０
０
５ 

☆
高
野
台
エ
ッ
セ
イ
ク
ラ
ブ 

自
作
の
随
筆
・
時
事
評
論
な
ど
の
発
表
と
懇
談
会 

(

日
時
）
偶
数
月
第
４
火
曜
日 

14
・
00
～
17
・
00 

(

場
所
）
練
馬
高
野
台
駅
前
市
域
集
会
所 

(

会
費
）
３
０
０
円(

当
日
参
加
者
） 

(

申
込
）
新
エ
ル
フ
内
藤
☎(

６
７
６
０
）
２
８
１
５ 

☆
ユ
ー
モ
ア
サ
ー
ク
ル 

３
分
間
ス
ピ
ー
チ
に
よ
り
、
自
然
に
ユ
ー
モ
ア
感

覚
を
得
し
ま
し
ょ
う
。 

(

日
時
）
奇
数
月
第
４
月
曜
日 

14
・
00
～
17
・
00 

(
場
所
）
練
馬
高
野
台
駅
前
市
域
集
会
所 

(
会
費
）
３
０
０
円(

当
日
参
加
者)   

(

申
込
）
新
エ
ル
フ
内
藤
☎(

６
７
６
０
）
２
８
１
５ 

         

 

 

オープン参加行事のご案内 
 

【
編
集
後
記
】 

  

如
何
で
し
た
か
？
今
月
号
か
ら
始
ま
り
ま
し
た

新
企
画
は
。「
思
い
出
シ
リ
ー
ズ
」
は
会
員
の
皆
様

か
ら
の
ご
要
望
で
順
次
、
各
会
の
「
思
い
出
に
残
る

〇 

〇
」
を
と
い
う
こ
と
で
掲
載
さ
せ
て
頂
く
事
に

な
り
ま
し
た
。
次
回
は
「
四
季
会
」
の
皆
様
で
す
。

楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。 

今
後
何
か
「
こ
う
い
う
企
画
を
…
」
と
ご
要
望
が

あ
り
ま
し
た
ら
ぜ
ひ
編
集
会
議
に
ご
参
加
下
さ
い
。 

以
前
、
会
報
の
「
編
集
会
議
に
参
加
し
て
」
の
記

事
の
中
で
「
自
身
の
老
境
」
を
あ
り
の
ま
ま
に
…
と

い
う
よ
う
な
作
品
を
期
待
し
た
い
と
書
か
れ
て
い

ま
し
た
が
、
ま
さ
に
Ｎ
Ｓ
Ｎ
の
会
員
の
皆
様
だ
か
ら

こ
そ
書
け
る
内
容
だ
と
思
い
ま
す
。そ
の
よ
う
な
作

品
が
沢
山
眠
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ぜ
ひ
寄
稿
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。 

                   
 

加
藤 

Ｎ
Ｓ
Ｎ
定
例
運
営
連
絡
会 

開
催
メ
モ 

▼
Ｈ
29
年
５
月
27
日
（
土
）
14
・
00
～
16
・
00 

▼
Ｈ
29
年
６
月
24
日
（
土
）
14
・
00
～
16
・
00 

各
委
員
会
連
絡
確
認
事
項 

・
シ
ニ
ア
セ
ミ
ナ
ー
・
講
演
会
・
会
報 

・
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

・
こ
れ
か
ら
の
住
ま
い
方
研
究
会 

検
討
事
項 

・
長
い
目
委
員
会
に
つ
い
て 
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